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内容
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実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

2

担当課

1

行政経営

総務課

庶務係

31

平成３０年度以降

税・財政

事業類型 施設整備系

市有財産の有効活用に努める

2

市庁舎を利用する市民（来庁者）及び庁舎内で業務を行う者（職員等）が庁舎を利用しやす

いよう庁舎施設を整備し、市庁舎の利便性の向上を図る。

庁舎の必要な整備に関して、修繕では対応できない比較的大きな整備工事等を行ってい

る。

Ｈ１９年度においては、副市長室の整備工事（本庁舎４階）を行った。

Ｈ２０年度においては、公用車車庫（本庁舎１階）の一部を書庫とするため整備工事を行っ

た。

Ｈ２２年度においては、市役所駐車場を整備するための用地を購入した。（市役所周辺敷

地）

H２３年度においては、南庁舎の１階、２階事務室の窓にガラスフィルムを貼る工事を実施。
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従事者数
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一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

0

0

直接経費内訳

工事請負費3,045千円（庁舎維持補修工事費）

○２４年度実施内容

　市役所南庁舎の３階議場、委員会室、全協室における音響設備の更新工事を実施する計

画である。
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市庁舎の利便性の低下を招き、市民サービスが低下する。
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一次評価のとおり。

改善案等
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次次次次

評評評評
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方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

各階における業務の支障にならないよう、所管課と連絡を密に執りつつ、工期の調整

を図る。
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事業実施におけ

る課題等

各階における業務の支障にならないよう、周知と連絡調整の徹底が必要である。

今後も庁舎維持の点から補修工事は必要であるため、現状維持と判定した。

２４年度は南庁舎議会関係の音響設備工事を実施し、議会運営の円滑促進をはかっ

ていく。
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